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ーー ( 附 岡 説 明 ] 

Fig. 1. Ephesia rutha WILEMAN, よし の き し た ば 9 ; 奈 長 懸 太 卒 山 , Id xX. 1944. 
Fig. 2. do. の $j; ” 。 X. 1943. 

Fig. 3. Ephesia connexa BUTLER, は いい ろ き し た ば ; 大 阪 府 箕面 山 , 27. VIII. 1939. 
Fig.4. do. bs で 2 ; 0 ク ・ 
Fig. 5. Ephesia nubila BurLER, ご まし お き し た ! ; 奈良 落 大 常山, 30. VIII. 1943. 
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筆者 は 昭和 15 年 昆 趣 Vol. 14, no. 3 に 於 て , も りや まま ど が を 日 本 新 記 鉄 の 時 と し て 紹介 し た の ち , 昭和 19 
年 の 同誌 Vol. 16, no. 34 を 最後 と し て その 間 に , 昆 吉 界 , 開 西 紫 卓 由 倉 全 報 等 に る 著 干 の 星 類 に つい て 報告 を 
試み た が 今回 より は この 表題 の も ゃ と に 廣 く 関西 地方 の 賊 を 園 説 する 企 て で ある . な に ぶん に る ゃ も 濾 息 に て 呈 つ 短 見 
の 筆者 の こと で ある か ら 先 輩 諸氏 の 忌 憶 なき 御 叱 正 を 賜 は り 度 い . な お 文献 の 小 謙 に つい て は 河田 箇 氏 及び 戸澤 
信義 氏 ょ り 御 厚 情 を 受け た の で 深き 感謝 の 意 を 捧ぐ 


1. よし の き し た ば ( 新 稀 ) (Fig. 1, 9 ; 2, 8) 
Ephesia rutha WILEMAN 

Catocala rutha WILEMAN, Trans. Ent. Soc. Lond. p. 239, PI. 30, Fig. 3. n. sp. (1911) 

Ephesia rutha (WILEMAN), Hamrson, Cat. Lep, Phal. Vo!. XII. pp. 146, 180 (1913) 

Ephesia rutha WILEM., WARREN in Seitz, Vol. IIl, p. 316 (1913). 

購 長 25mm. 開 張 55mm. 一 65mm. 頭 胸部 の 上 面 は 暗 褐 色 に て 蒼 克 色 の 鱗 毛 を 混 じ , 下 辱 頻 ・ 頭 項 ・ 頸 板 に 
は 次 百 色 の 纏 が ある : 腹部 上 面 は 慕 福 色 , 骸 の 下面 , 脚 は 英 次 色 に て , 脚 の 前 面 と 路 節 の 締 は 天 福 色 で ある . 
前 契 表 面 の 地 色 は 淡 費 克 色 で ある が 蒼 色 と 時 補色 の 粉塵 を 撤 布 する の で 其 の 程度 に より 黄 白 色 蒼 色 暗 色 等 の 洗 分 
を 生じ , 横線 は 弧 て 黒褐色 で ある . 亜 基 線 は 外 傾 し 前 に て 導 然 し 亜 中 襲 に て 不明 誠 と な る ・ 前 柄 張 は 前 続 下 と 
後 弥 上 に て 題 著 で あつ て , 中 陸 と 第 1 了 上 に て 内 方 に 鍛 銀 歯 を 出し さら に この 肉 方 に は 地 色 の 狭 線 を 賜 て て 幅 廣 
き 購 影 を 件 う . 中 横 乏 は 忠 刀 紋 上 内 方 の 前 称 に て 負 然 し 多く は 一 昌 消 失 し て 再び 後 絶 上 に 現 出す . 堅 其 才 は 中 心 
に 黒褐色 長 椅 園 形 班 を 有 す . 前 横線 と 後 横線 問 は 白色 黄色 蒼 色 等 に て 最 も 昆 著 な る 色彩 を 現 わ す 部 分 で ある ・ 外 
横線 は 中 横線 に 近く 慰 福 色 斑 よ り 避 し 直ちに 前 続 に 並行 し て 外 走 し , 次 で 内 外 に 鏡花 を 出し つつ 外 傾 し 第 6 豚 を 
頂 距 と し て 外 と 並行 し て 後 革 に 達 す .. この 外 横線 に 並行 し て 外 方 に , ① 地 色 の 狭 線 , ② 江 色 で 第 3 室 に て 切断 
せら る る 廣 帯 。③ 再 び 地 色 の 狭 線 , ④ 亜 外 継 線 の 順に 排列 し , 外 綴 線 は 鉛 歯 訴 , 紛 毛 は 漠 淡 の 斑 を な す . 後 政 表 
面 地 色 は 黄色 , 條 妖 は 黒褐色 で ある . 後 線 に は 黄 神 毛 を 混ぜ る 幅 狭 き 一 帯 が あぁ あつ て 後 角 に 達し この 部 の 弱 毛 叉 同 
様 で ある . 亜 中 租 に ゃ 後 絹 と 並行 せる 幅 鷹 き 一 帯 が あつ て 中 問 に 達し 更に 外 癌 に 轄 絡 す . 中 如 は 下 基 より 前 の 
中 央 迄 を 占め これ よ り 9 後 多 に 並行 し て 第 2 了 に 達し 炊 で 内 方 に 曲 つて 外 鐵 と 並行 し 亜 中 敵 凝 と 交叉 の 後 は 細 哲 と 
な りら 後 緒 に 連 る . 外 如 は 最も 幅 廣 く , 前 区 の 1% を 占め , 其 の 外 方 は 前 角 下 に 費 色 の 地 色 を 残し , 基 の 内 方 は 後 
絹 と 並行 し て 第 3 及 に 達し ょ 5 三角 形 突起 を 出し 第 2 及 上 に て 中 如 と 運 9 り , 更に 第 1 及 上 に 於 て $ 細 條 を 以 て 
亜 中 襲 帯 と 連 つ て 終る (これ 即ち typical form), 時 に 時 次 福 所 を以て 後 角 の 後 称 帯 と 連 る 個 財 も ある . 手 は 
黄色 で 第 6 及 一 1 及 の 先 端 に は 黒 環 が ある - 前 下 栓 面 は 費 色 に て 幅 鷹 き 黒褐色 の 3 横 帯 を 有 し , 内 中 買 栓 巡 は 後 
線上 に て 連絡 する も の と 離れ た まま の 個 骨 と が ある . 後 胸 裏面 は 表面 と 大 略 同様 で ある が 時 に 不 完全 和 盾 月 環 然 の 
横 及 紋 を 有する も の 又は 懇 及 の 細 黒 視線 と し て 現われ た 個 農 も ある 総 毛 は 前 到 は 音色 と 黒 福 色 の 環 を な し , 後 
到 は 表面 と 同様 で ある . 

成 趣 の 出現 季 : 8 月 , 10 月 . 

國 内 分 布 : 奈 長 懸 吉野 山 , 大 峯山 

分 布 : 日 本 . 

附 記 1. 本 種 は 吉野 山 産 の 1 ? Type に より 衣 界 に 可 表 せら れ た も の で ある が が 其 後 の 報 告 は 恐らく 本 次 
が 最初 で あり , 然 ら ば Fig.1 は Paratype, Fig.2 8 は Allotype と な る わけ で ある . 

- 陰 記 2. 皮 に 原著 に 於 て 記さ れ た る 如く 本 種 に は 鑑別 を 要する 近似 種 と し て 万. cozexo Borrsk な る 
種 が あり , 後者 に も 又 近 紙 の 第 3 者 玉 zz0z/2 BorrEgR が あつ て , これ 等 に 関し て は 先 識 の Lon, WARREN 
in Seitz,HAwrson 等 の 護 示 必ず し も ゃ 一致 せ ず 初 心 者 を し て 慎 載 そし むる 事 が 多大 で あつ た . ょ よ つて 箇 者 は この 
周 説 の 2 と 3 に 於 て 少し く こ れ に 魚 れ 先輩 の 御 孝 示 を 仰ぎ 度 い と 思う - 


2, は いい ろ き し た ば (Fig. 3, @: 4, 8) 
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Ephesia connexa BUTLER 
Catocala connexa BUTLER, Trans. Ent. Soc. Lond., p. 196 (1881)* 
Catocala connexa Burr., LEECH, Trans. Ent. Soc. Lond., p. 534 (1900) 
Catocala connexa Buru., は いい ろ き し た ば , 松村 陰 年 , 日 本 昆 直 費目 鐵 Vol. 1, p. 100 (1905) 
Ephesia connexa (Borr.), HAPsoN,。 Cat. Lep. Phal., Vol. XIIl, pp. 146, 187, Pl. 201, Fig. 13 (1913) . 
Ephesia connexa BurL., WARREN in Seitz, Vol. III, p. 317, Pl. 57, Fig. C, as connexa, nec Butler (1913). 


筆者 の 黒 参 する と と ろ で は こと の Fig. C, as connexa と loc. cit. d, as fasciata の 両 園 は この 書 の text の 記述 と 合致 し な い 器 が ある 
し 又 種 々 の 事 乱 よ り 推 祭 し て , 恐らく は 眠 正 の conzzexd で は な く 却 て 炊 に 記す る ご まし お き し た は 万 . Zila Butler の 一 型 で あぁ ろう . 


Ephesia connexa BOTrL. ハイ イロ キシ タバ , 鈴木 元 次 郎 。 花園 昆 引 研 究 所 標本 目 銭 , p. 36 (1915). 

本 種 は 前 逃 の よし の き し た ば に 酷似 し て 居る の で 主として 鑑別 に 次 し 得る 特徴 の み を 記す る こと と し て ① 一 ⑰⑦ 
等 の 如き は 其 の 要 踊 で ある . 宮 長 約 24mm. 開 居 50 一 55mm. 前 種 よ 9 り 研 春 で ある . 前 契 表 面 は 前 種 よ 9 洪 に 賠 
色 で あつ て 全面 に 銘 様 金 局 性 の 色 澤 を 漂わ す ①④. 前 横 鍵 は 嘘 中 璧 まで は 一 直線 に 外 斜 走 す る が ここ で 細く な り 第 
1 豚 上 に て 肉 方 に 突起 を 出す . 途中 , 中 及 迄 は 内 方 の 暗 影 と 合 し て 一 大 斑 を 現 わ す . 中 横線 は 不明 . 堅 駄 絞 は 新 
月 形 の 中 心 と 黒 環 よ りな る が 基 の 周 園 は 特に 江 色 で ある た め 不 明瞭 で あつ て 其 の 下方 の 第 2 室 に 環状 紋 が ある ⑤. 
凍 筑 鍵 の 外 方 に は 程度 の 差 ほ ある が 曳 る 淡色 の 鷹 斜 半 を 現 は す 事 が 多い . GS 
外 突 せ し め ③, 第 エ 肘 上 に 於 て 長 V 字 形 の 突出 を 内 方 に 送り 前 横線 に 接近 する ④. 時 と し て は この 突出 は 窓 合 
て 槍 伏 に 突出 す ⑤. 後 學 表面 の 外 帯 が 第 1, 2 及 上 に て 中 北 と 連絡 する の は 幅 座 き 突出 部 で も あつ て ⑯, a 
き 3 角形 の 項 端 に て 接 狂 する の と は 其 の 趣き を 暴 に し て 居る . 中 閉 が 巫 中 各 帯 を 通過 し て 後背 姓 と 連絡 する 場合 
に は 外 結 と 並行 し て 比較 的 大 い が 前 種 で は 息 に 細く 等 に 麹 基 に 近づい て 弧 を 寺 く の が 通例 で ある @⑰. MM 
て 各 問 の 離合 の 刀 態 が 種々 で ある の は 前 種 と 同様 で ある - 裏面 に は 獲 化 が ある が 矢 張 5 横 肘 紋 を 有する 個 剛 
つて 前 種 に 侯 似 て 居る . 

成 計 の 出現 季 : 7, 8, 9 月 . 

國 内 分 布 : IE 奈良 懸 大 峰山 , 東京 都 (MARrms, 1 8 type). 

分 布 : 日 本 

府 記 1. 戸澤 氏 所 箕面 山尾 日 録 no. 1136 (1932) に は Catocala hymenaea ab. connexa BOTLR, 
ハイ イロ キシ タバ と し て 出 て 居る が この 楓 名 の 充 営 に は 少し く 回 問 が ある . 

附 記 2. Lorr (1900) は connexa と nubila と を 同一 種 と 巻 へ 後者 を ば 前 種 の 異名 と し て 取扱 つて 
「The type was from Tokro and the specimens in Pryer's collection from Oiwake | と 記し 。 稚 「LEEcH 
自身 紫 の 種 が 8 月 に 喚 館 に て は 普通 に 穴 す る を 経験 し 仙 豪 に て は 9 月 に 探 集 し た 」 と 逃 べ て 居 ろ . 
之 等 の 標本 は 全部 今日 の zu6iZ7g の み で あつ て 賃 正 の cozzexe の た だ 1 頭 の 18 type は 看過 せ は て 居 た 事 
と 筆者 は 瞳 測 する . 

附 記 3. WaARREN (in Seitz, 1913) は 一 衣 は 雨 者 を 猫 立 種 と し て 列 簡 に 掲げ けた が それ で も な を 雨 者 同一 
種 説 に 左 祖 し , 「cozzezg と zxubila と は 或 る 一 種 の 濃淡 の 二 型 で も る つて これ を 同一 種 と 認め た Lgrmcg の 護 は 
正しい | と 述べ zz272 の 2 賠 を cozzez@ と し て 示し て 居る が , HaAwPsos は 勿論 雨 者 を 別種 と し て 扱 つて 居る - 
筆者 の 知る 限り で は connexa の 最も 混同 し 夢 き 種 は ZZ2 で あつ て zzZ2 と 紛れ る 恐れ ほな い 。 

附 記 4. 筆者 は awrsox に 従 つ て 同定 を な し た が 宴 開 に し て 1 8 type 以外 の 記事 を 知ら ぬ の で ここ 
に 9? 8 の 2 岡 を 添え た . 恐らく Fig. 3. ? は Alotype で Fig. 4. 8 は Paratype と 見 人 散 す べき も の で あぁ ろう - 





3. ご まし お き し た ば (Fig. 5, ?) 
Ephesia nubila BUTLER 
Catocala nubila BUTLER, Trans. Ent. Soc. Lond., p. 196 (1881).* 
Catocala nubila Burr., part. LEEog。 Trans. Ent. Soc. Lond., p.534 (1900). 
Catocala nubila Borr., part. 松村 松 年 , 日 本 是 直 弧 目録 Vol. 1, p. 100 (1905). 
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Ephesia nubila (BurL.), Hawmrsom, Cat. Lep. Phal., Vol. XII. pp. 146, 183, Pl. 201, Fig. 9 (1913) 
Ephesia nubila Bourr., WARREN in Seitz, Vol. III,。p. 318, Pl. 57, Fig. c, Figs. c, d. (as connexza and 


fasciata) (1913). 
Ephesia nubila Burr., ab. medionigra (=ab. 1 and 2 Hmrs.) WARREN in Seitz, 1. c. 


Ephesia nubila BOTLER, ご まし お き し た ば , 河田 営 , 日 本 昆 起 賠 第 改訂 版 。 p. 774, Fig. 2184 (1950). 
- 太 超 表面 は は いい ろ き し た ば に 類 仏 し て 居り 前 種 の ⑳③⑧⑤ は 丸 叱 の 種 の 特徴 と な る . 後 契 表 面 は 中 如 と 外 問 と 
は 連絡 す る 事 は な い の で 前 2 種 の 如く 部 福 時 に 圏 まれ た 費 枚 を 形成 する 事 は な い . 其 の 他 の 問 は 河田 氏 の 論文 を 


靖 照 せ られ た い 8 
有 の 出 季 : 奈良 蜂 大 峰山 , 8, 9, 10 月 . 


國 内 分 布 : 北海 道中 館 (LrrcH, 38129); 本 州 東京 (MARrEs, 2 8 Type), 追分 代 和 0 1818), 


奈良 骨 大 峰山 . 
分 布 : 日 本 . 


附 記 . 比 の 種 の 凍 移 中 央 部 は 各 様 の 色彩 あ る 洪 色 部 を 現 出 する 価 毅 が あつ て , この 彼 で は 一 見 し た と ころ , 


よし の き し た ば に 類似 し た 災 が ある ・ 赤 前 種 と の 関係 に 就 いて は その 項 を 参照 せら れ た い . 


TTT TT LN NT TT TTYUL NL TUUT TL TT TL NULL 1 LUUT TL DU 


須 馬 1 こ 於 て 採集 し た 二 種 の 蝶 峨 に つい て 


岡 村 宏 = ) 
TWO SPECIES OF LEPIDOPTERA NEWLY RECORDED FROM TSUSHIMA 
By Kéiri OkAmURA 


1951 和 9 月 。 長崎 装 馬 に 大 て 採集 を 行 つ た が その 際 得 た 近 集 中 次 の 妹 短 2 画 は 同島 に 永 て C 新 た に 採集 さ 
れ た も の で ある 。. 





1) Hypolimnas bolina philippensis BOTLER 8 : 寛 真 左 リュ ウキ ュ ウ ムラ サキ 





9 月 6 日 ( 晴 ) 典 原 よ り 上 見 坂 を 越え , 西海 岸 方 面 に 向う 途中 , 下 原 附近 で 壮 路 の 修 の 花 に 飛 裕 し て いた も の を 
採集 し た . 個 骨 は 完全 新鮮 で あり , 同島 に 於 て 本 生 し た も の と 思わ れる . 土 落 し て いる か どう か は 疑問 で ある 

同島 は 南方 系 種類 の 地理 分 布 の 上 で 特異 の 位置 に ある の で , 今後 調査 し て みろ る 事 $ 無 上 で は な いと 考え ら 
れる . 櫻 本 は 同島 より の 角 途 。 九 大 の 白水 隆 先 生 に お 見 せ し て 御 教 示 を 湯 い た . 慈 に 厚く 御 紛 申 上 げ る . 


2) Gastropacha coreana MarsuMURA : 富 企 医 チョ ウツ セン カレ へ 
9 月 6 日 臓 原 附 近 の 路上 に 落下 し て いた も の を 捧 集 し た . 本 種 は 従来 朝 娠 より 知ら れ て お り 


詳 馬 より 最初 の 


記 銚 で ある と 同時 に 本 邦 に 訟 て $ 赤 然 り で ある ・ 夜 聞 探 集 の 準 階 な く 概 島 の 多少 を 調査 出来 な か つた 事 は 残念 


で あぁ あぁ つた. 


NT エー 
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